
航空輸送できない危険物等一覧 
１．内容品が不明確なため、「危険物を含む可能性有り」として航空輸送されない品名記載例 

品名記載例 航空輸送できない理由 品名記載例 航空輸送できない理由 

日用品、雑貨、

小物類 

内容品が不明 ｷｬﾝﾌﾟ用品 炭、ｶﾞｽﾞﾎﾞﾝﾍﾞを含む可能性有 

化粧品 ｱﾙｺｰﾙ濃度が高いものを含む可能性有 ﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ用品 ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞを含む可能性有 

家庭用品 ｽﾌﾟﾚｰ缶、ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞを含む可能性有 医薬品 薬用ｱﾙｺｰﾙを含む可能性有 

ｽﾎﾟｰﾂ用品 ｽﾌﾟﾚｰ缶、ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞを含む可能性有 自動車（ｵｰﾄﾊﾞｲ）部品 ﾀｲﾔ、燃料ﾀﾝｸ等を含む可能性有 

 

２．危険物として航空機での輸送ができないもの（注） 

航空法第 86 条第 1 項の国土交通省令で定める物件 航空搭載を断られた品名記載例 

分 類 主な品目 

１ 火薬類 花火、発炎筒、導火線等 爆竹、ｸﾗｯｶｰ 

２ 高 圧

ガス 

引火性ガス 小型燃料ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ、喫煙用ｶﾞｽﾗｲﾀｰ、引

火性ｴｱｿﾞｰﾙ等 

ﾍｱｽﾌﾟﾚｰ、ﾀｲﾔ、ｽﾌﾟﾚｰ缶、ｱｸｱﾗﾝｸﾞ、炭酸

（圧縮されているもの）、消火器 

毒性ガス 一酸化炭素、圧縮酸素、液体窒素、液体ｱ

ﾝﾓﾆｱ、非引火性ｴｱｿﾞｰﾙ 

その他のガス 消火器、圧縮酸素、液体窒素、液体ｱﾝﾓﾆ

ｱ、非引火性ｴｱｿﾞｰﾙ 

３ 引火性液体 ｶﾞｿﾘﾝ、ﾍﾟｲﾝﾄ、印刷ｲﾝｸ、香料、灯油、ｱﾙｺ

ｰﾙ、接着剤等 

ﾏﾆｷｭｱ、香水、ﾗｲﾀｰ、薬品、除光液、薬用

ｱﾙｺｰﾙ、石油ﾌｧﾝﾋｰﾀｰ（灯油が残留して

いる可能性有）、歯科材料 

４ 可 燃

性 物

質類 

可燃性物質 安全マッチ、セルロイド、金属粉末、ﾘﾝ、硫

黄等 

固形燃料、竹炭、ワックス 

自然発火性物質 活性炭、硫化ﾅﾄﾘｳﾑ、金属触媒等 

水反応可燃性物質 ｶﾙｼｳﾑ、ｶｰﾊﾞｲﾄ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ、ﾊﾞﾘｳﾑ等 

５ 酸 化

性 物

質類 

酸化性物質 化学酸素発生装置、過酸化水素水、硝酸

ｱﾝﾓﾆｳﾑ肥料等 

漂白剤、小型酸素発生器 

有機過酸化物 ﾒﾁﾙｴﾁﾙｹﾄﾝﾊﾟｰｵｷｻｲﾄ等 

６ 毒物 毒物 殺虫剤、消毒剤、水銀化合物等 農薬、染料、消毒剤 

病毒を移しやすい物質 ﾊﾞｸﾃﾘｱ、ｳﾞｨｰﾙｽ、医薬品廃棄物等   

７ 放射性物質等   （外装に放射性物質の表示） 

８ 腐食性物質 ﾊﾞｯﾃﾘｰ、水銀、硫酸、塩酸、酢酸、水酸化

ﾅﾄﾘｳﾑ、水酸化ｶﾘｳﾑ等 

気圧計 

９ その他の有害物質 ﾄﾞﾗｲｱｲｽ、磁性物質 ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾅｰ、ｴｱﾊﾞｯｸﾞ内蔵ハンドル、磁石 

10 凶器 鉄砲、刀剣その他人を殺

傷するに足るべき物件 

鉄砲、刀剣など － 

（注）引受拒絶の対象となるもの（火薬類、ｶﾞｽﾞﾎﾞﾝﾍﾞ、ｶﾞｿﾘﾝ）は航空輸送だけでなく引受そのものができません。 


